
日独国際シンポジウム 3「日独エネルギーシフト、パート２」 

 

場所＊桜美林大学四谷キャンパス 地下１階ホール、新宿区四谷 1‐21 

 

プログラム 5 時開始 ‐ 7 時半 終了       

 

開会挨拶：川西重忠（桜美林大学北東アジア総合研究所長） 5 分 
 

問題提起：福澤啓臣（ベルリン自由大学博士、北東アジア総研海外研究員） 
    ‐日本から見たドイツのエネルギーシフト 20 分 

 
報告１．アルフォンス・クーレス  通訳込 40 分 

（ドイツ在住、グレノール社社長） 

    ‐ドイツのエネルギーシフトは破綻したのか 

 
報告 2．松原政直 （環境エネルギー政策研究所主席研究員）  

    ‐日本のエネルギーシフトの現状と展望 ４０分 
 

 
報告 3．竹村英明（市民電力連絡会会長／エナジーグリーン株式会社副社長）  

    ‐日本の 2016 年の電力市場完全自由化を考える ３０分 
 

―  質疑応答 
 

懇親会あり 

 


